
千歳市立勇舞中学校

第１学年 〔単元名〕Lesson3 My Favorite Person

〔単元の目標〕

・お気に入りの人物をクラスメイトに紹介するスピーチをしよう！

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・ルーブリックの内容を生徒と共有したことにより、生徒自身が自分の英語力を客観
的に評価することができた。

・動画の撮影では、紹介する人物に関連する様々なものを用いて、意欲的に取り組む
様子が見られた。

・Self-Evaluation Sheet を使ってフィードバックを行ったことにより、生徒が評価規
準を確かめながら、自己調整を図ることができた。

〔改善の方向性〕
・原稿が完成した段階で、音声のモデルを調べ、何度も繰
り返し確認するなど、１人１台端末を効果的に活用する
必要がある。

・動画の撮影で終わらせず、実際に人前でプレゼンテー
ションする活動を取り入れるなど、聞き手の反応を確か
めながら工夫して発表する場を設定する必要がある。
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手立て 資料

① 完成された見本・例の提示（動画・原稿） ①

② 評価方法及び評価規準を生徒と共有 ②

③ ＩＣＴを活用した課題作成及び提出 ③

実践テーマ「『指導と評価の一体化』のためのパフォーマンステストの改善と充実」



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

① 完成された見本・例の提示（動画・原稿）

○完成された見本を見ながら、オ
リジナルの発表原稿を作成する。

○生徒が興味・関心をもって意
欲的に取り組めるよう、紹介
する人物のよさを伝える例を
示す。

〔生徒の活動〕 〔教師の指導〕 〔工夫点〕

○生徒が興味・関心をもって
意欲的に取り組めるよう、
紹介する人物のよさを効果
的に伝える例を示す。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

② 評価方法及び評価規準を生徒と共有

○評価方法及び評価規準を意識して、

課題の作成に取り組む。

○個々の資質・能力に応じて課題の
作成に取り組めるよう、到達目標
を示し、生徒が自ら選択する機会
を設定する。

〔生徒の活動〕 〔教師の指導〕 〔工夫点〕

○ルーブリックを活用
し、全ての生徒に対
し、共有した規準に
基づいて評価できる
ようにする。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

③ ＩＣＴ機器を活用した課題作成および提出

○インターネット上の辞書や翻
訳機能を使いながら、これま

での学習を補完する。

○インターネット上の辞書や翻
訳機能の利用の仕方を指導す
るとともに、利用の留意点を
指導する。

〔生徒の活動〕 〔教師の指導〕

○提出されてきた動画を、共有
した評価規準を基に評価する。

○お気に入りの人物を紹介する
動画を作成し、１人１台端末
により提出する。

〔工夫点〕

○学習していない言葉や表現
を使用する際には、伝える
目的や相手に応じて、既習
事項を基に、わかりやすい
言葉や表現に置き換えるよ
う指導し、相手意識の向上
を図る。

○一人一人が、動画の作成に
必要な技能の習得に向けて、
練習期間を十分に確保でき
るよう、個別に計画を立て
て進めるよう支援する。


